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米
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

戦
い
を
止
め
る
で
は
な

く
、
戦
争
支
援

ガ
ザ
住
民
へ
の
緊
急
の

支
援
を
！

　

７
日
の
ハ
マ
ス
の
攻
撃

か
ら
犠
牲
者
が
増
え
続
け
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
２
０
０
７

年
か
ら
封
鎖
す
る
ガ
ザ
地

区
２
０
０
万
人
超
え
の
住

民
の
生
命
が
人
道
的
危
機

と
し
て
、
世
界
中
が
固
唾

を
飲
む
状
態
に
あ
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
、

１
９
４
８
年
に
軍
隊
が
現

地
住
民
を
追
い
出
し
た
こ

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
巨
額
の
戦

争
支
援
を
発
表
し
た
。

　

同
氏
は
演
説
で
「
ア
メ

リ
カ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
世
界
の
民
主
主
義
国
家

の
将
来
に
と
っ
て
重
要
」

と
語
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー

ガザ人道支援募金へのご協力を
日本共産党中央委員会

　封鎖下にある人口密集地ガザの住民は、半数が子
どもです。お預かりした募金は、全額を国連児童基
金 ( ユニセフ ) に届け、ガザの人々への支援に充て
ます。

郵便振替▽口座番号 00170 － 9 － 140321
　　　　▽加入者名　日本共産党災害募金係
　＊通信欄に「ガザ募金」と明記してください。
　　手数料はご負担願います。

　

人
口
が
密
集
し
、
壁
で

囲
わ
れ
た
狭
い
ガ
ザ
地
区

へ
の
大
規
模
侵
攻
は
、
子

ど
も
や
女
性
を
は
じ
め
、

罪
の
な
い
市
民
に
お
び
た

だ
し
い
犠
牲
を
生
む
こ
と

無
差
別
殺
り
く
は
許
さ
れ
な
い

ガ
ザ
侵
攻  

た
だ
ち
に
中
止
を

が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
占

領
下
に
あ
っ
て
保
護
さ
れ

る
べ
き
人
々
に
た
い
す
る

集
団
的
懲
罰
で
あ
り
、
決

し
て
正
当
化
で
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
た
だ

ち
に
ガ
ザ
地
区
へ
の
大
規

模
侵
攻
を
ス
ト
ッ
プ
す
べ

き
で
す
。

無
差
別
攻
撃
と
民
間
人
の

連
行
　
ハ
マ
ス
の
蛮
行
を

強
く
非
難
す
る

　

ハ
マ
ス
に
よ
る
ロ
ケ
ッ

ト
弾
攻
撃
、
民
間
人
の
連

行
は
、
国
際
人
道
法
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
い

か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
強
く
非
難

　
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領

地
か
ら
の
撤
退
」「
パ
レ
ス

チ
ナ
独
立
国
家
樹
立
を
含

む
民
族
自
決
権
の
実
現
」

「
両
者
の
生
存
権
の
相
互

承
認
」

－

こ
れ
が
中
東
和

平
へ
の
道
で
す
。

　

暴
力
の
連
鎖
と
紛
争
の

拡
大
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国

し
ま
す
。

　

暴
力
の
悪
循
環
を
た
ち
、
協
議
の
テ
ー

ブ
ル
に
つ
く
こ
と
が
解
決
の
道
で
す

家
の
実
現
と
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
平
和
共
存
に
つ
な
が

る
交
渉
を
通
じ
て
の
み
、

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。日
本
共
産
党
は
、関

係
各
国
と
国
際
機
関
が
今
、

あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力
を
お

こ
な
う
よ
う
強
く
呼
び
か

け
ま
す

と
か
ら
始
ま
る
。
戦
争
・

紛
争
・
虐
殺
・
抵
抗
運
動

が
今
に
続
く
。
憎
悪
の
連

鎖
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
声
は
世
界

中
で
上
が
っ
て
い
る
。
ガ

ザ
住
民
へ
の
緊
急
支
援
は

急
を
要
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

シ
ッ
プ
を
い
う
な
ら
第
一

に
戦
い
を
止
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ア
メ
リ
カ
が

気
に
入
ら
な
け
れ
ば
戦
争

と
い
う
エ
ゴ
が
む
き
だ
し

だ
。
世
界
各
地
で
上
が
る

抗
議
の
声
は
当
然
で
あ
る
。

　

自
国
に
戦
禍
が
及
ば
な

け
れ
ば
戦
争
支
援
。
軍
事

企
業
を
太
ら
せ
る
。
そ
れ

が
大
統
領
の
仕
事
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
（
Ａ
）

実質賃金と大企業の内部留保の推移
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イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛

争
。「
17
日
、ガ
ザ
の
病
院

が
爆
破
さ
れ
５
０
０
人
が

死
亡
し
た
」「
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、

即
時
停
戦
を
訴
え
て
い

る
」「
20
日
は
エ
ジ
プ
ト
と

の
境
界
に
あ
る
ラ
フ
ァ
検

問
所
を
訪
れ
、『
支
援
物
資

を
一
刻
も
早
く
』
と
強
調

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
世
界
中
で
戦
争
を
止

め
ろ
と
い
う
世
論
が
起
き

て
い
る
」「
ア
メ
リ
カ
で
も

在
住
の
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
が

戦
争
反
対
を
訴
え
た
」「
国

連
の
安
保
理
で
ガ
ザ
の
戦

争
中
止
の
決
議
に
ア
メ
リ

カ
が
拒
否
権
行
使
し
た
」

「
ア
メ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
エ

ル
寄
り
は
異
常
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
の
子
会
社
で

と
富
山
で
亡
く
な
っ
た
人

が
出
た
」「
今
年
は
ド
ン
グ

リ
が
不
作
で
人
里
へ
出
て

来
て
い
る
」「
不
作
は
今
年

の
暑
さ
が
原
因
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
ラ
ソ
ン
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
）。「
強
い
雨
の
中

で
の
過
酷
な
レ
ー
ス
と

な
っ
た
」「
35
キ
ロ
ま
で
独

走
し
た
川
内
選
手
は
ア
ッ

パ
レ
」「
パ
リ
五
輪
の
内
定

者
は
、女
子
は
鈴
木
優
花
・

一
山
麻
緒
、
男
子
は
小
山

直
城
・
赤
崎
暁
と
決
ま
っ

た
」

中島飛行機武蔵製作所と空襲の跡を
たどるフィールドワーク

11 月 3 日（祝）　9：30 ～ 12：00
三鷹駅北口ムーバス  バス停付近集合
参加費：500 円
主催：武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会

　
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド

太
平
洋
構
想
」（
Ａ
Ｏ
Ｉ

Ｐ
）
は
、
国
際
法
の
尊
重

を
基
礎
と
し
、
東
ア
ジ
ア

サ
ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
を

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
協
力

の
機
構
と
し
て
強
化
し
、

友
好
条
約
を
展
望
す
る
構

想
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
の

Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
実
現
を
共
通

Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
構
想
が
米
国
、
中
国

も
協
力
し
て
実
践
す
る
事
業
に

　

日
本
共
産
党
の
外
交
政
策
が
世
界
の
流
れ
に

の
目
標
に
す
え
、
東
ア
ジ

ア
を
戦
争
の
心
配
の
な
い

平
和
な
地
域
に
し
て
い
く

た
め
の「
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
首
脳
会
議
と
Ｅ
Ａ
Ｓ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
、
米

国
、
中
国
、
韓
国
と
の
間

で
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
協
力
に
関
す

る
共
同
声
明
を
採
択
。
さ

ら
に
Ｅ
Ａ
Ｓ
首
脳
声
明
に

は
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
を
「
主
流

化
し
実
践
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
と
り
く
み
を
支
持
す

る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
２
０
１
９

年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会

議
で
採
択
さ
れ
た
際
に
は

構
想
で
し
た
が
、
い
ま
や

関
係
諸
国
の
合
意
を
え
て

実
践
す
る
事
業
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
方
向
に
こ
そ

未
来
が
あ
り
ま
す
。

【
訂
正
】
前
号
「
ア
ト
っ
て

ど
ん
な
単
位
？
」
の
記
事

中
で
「
ア
ト
は
百
京
分
の

一
」
で
し
た
。
ま
た
「
ビ

コ
」
は
「
ピ
コ
」
の
誤
り

で
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

歌
手
の
谷
村
新
司
さ
ん

が
死
去
（
74
歳
）。「
数
々

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
作
っ
た
」

「
長
年
中
国
と
の
交
流
を

続
け
て
き
た
」「『
昴
』
は

多
く
の
国
の
人
々
に
愛
さ

れ
て
い
る
」

南西諸島で日米大規模訓練
　「対中国」を想定
　　　　民間空港利用も

　

陸
上
自
衛
隊
と
米
海
兵

隊
に
よ
る
対
中
国
を
想
定

し
た
最
大
規
模
の
共
同
訓

練
「
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド

ラ
ゴ
ン
23
」
が
14
日
か
ら

31
日
ま
で
、
九
州
・
沖
縄

を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
規
模
は
自
衛
隊
約

５
０
０
０
人
、
米
海
兵
隊

約
１
４
０
０
人
。
東
・
南

シ
ナ
海
で
離
島
を
奪
取
し
、

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
と
進
出
の

拠
点
を
構
築
す
る
「
遠
征

前
進
基
地
作
戦
」
で
す
。

  

地
域
住
民
は
、
岸
田
政

権
の
日
米
一
体
と
な
っ
た

戦
争
国
家
づ
く
り
を
厳
し

く
批
判
し
、「
戦
争
に
つ
な

が
る
訓
練
は
す
る
な
」
な

ど
と
抗
議
の
声
を
上
げ
、

訓
練
中
止
を
強
く
訴
え
て

い
ま
す
。

わが家のモクセイ（木犀）
　

モ
ク
セ
イ
は
数
種
類
あ

り
、
わ
が
家
に
は
キ
ン
モ

ク
セ
イ
と
ギ
ン
モ
ク
セ
イ

が
あ
り
、
開
花
中
。
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
橙
黄
色
の
花

は
葉
腋
に
あ
り
、
葉
に
隠

れ
が
ち
だ
が
、
強
い
香
気

を
放
ち
開
花
に
気
づ
く
。

強
め
の
雨
風
で
花
が
一
斉

に
散
っ
て
路
上
は
さ
な
が

ら
オ
レ
ン
ジ
色
の
絨
毯
と

化
す
。
雄
株
だ
け
が
日
本

に
渡
来
し
、
実
を
つ
け
な

い
。

　

ギ
ン
モ
ク
セ
イ
の
花
は

白
で
香
り
は
薄
い
。
キ
ン

モ
ク
セ
イ
と
異
な
り
、
冬

期
に
黒
い
実
を
つ
け
る
。

実
を
つ
い
ば
み
に
来
た
オ

ナ
ガ
が
ヒ
ヨ
ド
リ
に
追
い

払
わ
れ
て
い
た
。（
Ｅ
）

９
０
０
万
件
の
個
人
情
報

流
出
。「
元
派
遣
社
員
が
氏

名
や
住
所
な
ど
の
個
人
情

報
を
名
簿
業
者
へ
渡
し

た
」「
約
10
年
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
の
に
な
ぜ

気
付
か
な
か
っ
た
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

熊
の
被
害
続
出
。「
東
北

地
方
を
中
心
に
人
へ
の
被

害
が
異
常
に
多
い
」「
秋
田

次
回
発
行
は
11
月
６
日

で
す
。


